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おかげ横丁

五十鈴茶屋

五十鈴塾

おかげの里便り

夏まちまつり
その昔、町のあちらこちらに登場した涼しげな物売りや見世物、そして大道芸。

「夏の楽しみ、夏までまつな！」を合言葉に、梅雨の晴れ間の楽しいひと時をお過ごしください。

と　き／6月2日（金）〜4日（日）　10：00～17：30（催しにより異なる）

ところ／おかげ横丁一帯

大道芸と紙芝居
かつて町中の子どもたちの娯楽として市民権を得ていた街頭かみしばい。バナナの叩き売り、

ガマの油売り、アクロバットバランス、ジャグリング、パントマイムなどの大道芸が昔ながら

の夏の楽しみを皆様にお届けします。

と　き／6月3日（土）、4日（日）

ところ／おかげ横丁内「太鼓櫓」、かみしばい広場

出　演／三ツ沢グッチ、石原耕、ももっち、ゼロコ、メランコリー鈴木

夏の風物屋台
昔なつかしい食べ物や飲み物、道具や遊びなど、このお祭りだけの〝夏の風物詩〟をお楽しみ

ください。

と　き／6月2日（金）～4日（日）

ところ／おかげ横丁一帯

内　容／鮎の塩焼き、飴玉で作るふわふわ綿菓子、べっこう飴、枇杷葉湯、クラフトコーラ、

鼻緒が選べる下駄、季節の絵手ぬぐい、初夏の盆栽、お菓子が的の射的、金魚すくい、めだかすく

い、ヨーヨー釣りなど

茅の輪くぐり
茅萱（ちがや）で作られた直径2mほどの輪をくぐれば、無病息災のまじないになるといいます。 

本来は神社において6月30日に行われる風習ですが、夏をちょっぴり先取りして行います。

と　き／6月2日（金）～ 4日（日）

ところ／おかげ横丁入口常夜燈付近

お問い合わせ／おかげ横丁総合案内「おみやげや」電話0596-23-8838

伊勢のことば談義
そういやなあ、こないだも「ささって」と「しあさって」の話をテレビでやっとったんさ。伊勢では

「しあさって」っていうたら「明明明後日」やけど、標準語では「明明後日」なんさなあ。

なんで、わざわざ同じ語形で違う意味を使こてござるんやろか。ほれに、「ささって」と「しあさって」

の境目が三重県内にあるもんで、よけい話がややこしことになっとるんやわ。

皆さんもそれぞれご存知の地域のことばを持ち寄っておいでてくださいなあ。

と　き／5月22日（月）13:30～15:00

講　師／齋藤　平（皇學館大学教授）

参加費／一般 1,400円　会員 900円

講座についてのお問い合わせ・お申込み／電話0596-20-8251

　五十鈴茶屋節気菓子

雨の恵みを受け、ここ伊勢の地でも青梅が目にも清々しく、実りの時を迎え

ようとしています。

刻み梅入りの白餡を、外郎で包みました。

爽やかな青梅の香りが嬉しい、五月雨の便りです。

またの名を「御所撫子」とも呼ばれ、その昔、斎王となられた皇女が遠く都

を懐かしみ御所から移し植えたと伝えられています。

薄紅色の羊羹をきんとんに仕立て、今が盛りと咲く、優雅な伊勢撫子に

見立てました。

斎宮跡のある明和町には花菖蒲の原種、ノハナショウブが群生しています。

「どんど」と呼ばれる取水口付近にたくさん咲いていたことから「どんど花」

の愛称で親しまれています。

濃紫色の美しい花を、三色の練り切りで表現しました。

    

どんど花

伊勢撫子

青　　梅

　　　　　　ばな

い　せ なでしこ

あお　　　　うめ


